
日常の風景をつむぐ
トンネル坂の環境リノベーション

さまざまな背景から、地方のまちで増加している空き家。

トンネル坂は日常の動線として利用されていながら空き家も多く、寂れた雰囲気の場所となっているが、

これまで少しずつ手が加えられてきた暮らしの跡や、地形そのものの迫力によってとても魅力的な風景が生まれている。

地形と建物がつくるトンネル坂の空間的特徴を捉え、既存の状態に寄り添いながら新たな環境形成へ引き継ぐ

リノベーションを行うことで、坂道から広がる新たな日常の風景をつむいでいくー。

うわまち

上町

したまち

下町

市街地

JR沼田駅

沼田市の河岸段丘

□河岸段丘にある坂道：トンネル坂

７０ｍ！

標高345m

標高 415m

トンネル坂

□急な坂道＝通学路

立体的な体験

地形がもたらす建築との関係

電車通学をする高校生 下町に住む小学生

小学校・高校

日常の風景のひとつ

□トンネル坂について
上町

下町

トンネル坂

トンネル

カテゴライズ
写真から共通の要素をみつける

トンネル坂でみつけたこと

ノーテーション
広い範囲で見つけた特徴を地図で描く
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ソーラーパネル

ソーラーパネル

新築の住宅

下町は再開発・新興化が進む

複合ビル
看板建築

スキマの階段

ミニ階段

アパート

空き家

ネコの通り道① ネコの通り道②

駐車場

空き家

住宅

小屋

住宅①

住宅②

住宅③

小道

空き地
（元斜面）

畑

倉庫

畑

倉庫

かつて住宅があった
空き地

水路

□ Aエリア

見晴らしの良い駐車場といろいろな建物
□ B+Cエリア

崖上の平地と石垣のある住宅

△坂道沿いに平地を確保しにくいため、小道のようなアプローチでつながる

□ D エリア：トンネルとその周辺

△坂道から新たに引き込む小道のようなアプローチ

△大きな石垣の上に建つ住宅

　坂道の階段からさらに階段が！

△石垣のぎりぎりまでベランダが！

　とびきりの開放感で迫力のある場所

△擁壁の一部がミニ階段に

△駐車場からみえる景色…まるで展望台のよう！

△植物の棲家となった空き家 △坂道から引き込むようなアプローチ

△３つ並びの車庫があるアパート

△人は通れない細い道△隙間ピッタリの階段

△アスファルトの亀裂から植物が生える

□ Gエリア：緑に覆われた建物と地形

□ E エリア：段々の３軒家とうらの空き地

□ F エリア：小道を共有する２つの住宅

△手前の住宅のアプローチとしての小道が、奥の住宅までつながっている！

△小道には、庇と木々で心地よい光が入る半外部空間が生まれている

△トンネルと空き地がふたつの雰囲気の場所をつくる △植物と一体化するトンネル

△植物と建物が共生している風景 △石垣の間につくられた門がのこる

△建物が全く見えないほど生い茂った植物たちの姿は大迫力！

□ IJ エリア：あきちと畑と坂道

△上：住民たちが手入れをしている畑 /下：かつて建物があった跡がのこる空き地

□ H エリア：小道の住宅群

△先のみえない入り口

△家の前に椅子がぽつん

△小道を中心に住宅が！ △屋根に手が届くレベル差

△物語のワンシーンのよう △通りたくなる庇下空間

▽出入り口

△出入り口

△急勾配の斜面に対して３段のひな壇造成がされる＋１段に１軒ずつ住宅が建つ

△住宅どうしのスキマには大きな石垣が △空き地には緑が生い茂り小さな水路も

坂道の畑

あきち

見晴らしの良い駐車場と
いろいろな建物

崖上の平地と石垣のある住宅

段々の３軒家

あきやと植物

小道の住宅群

トンネルとその周り

これらを等価に扱い、トンネル坂の 「環境」 として一体的にとらえ、 リノベーションの対象へ

トンネル坂の「環境」
↓

植物

自然のもの

トンネル坂の魅力的なものたちは、建物やモノといった人工物から植物や水の流れといっ た自然のもの、地形などさまざまだった。

⇩

リノベーション

ひと植物 etc...

ひと・植物all all植物ひと

□環境のリノベーション

＋植物

＋基礎

＋屋根

new

一般的なリノベーションでは、
住民が利用する住宅とその敷地が改修の対象

「環境」を対象とすることで、各要素の境界を曖昧にしながら、

新しいまとまりを形成していくことができる

人工的なもの

石垣・よう壁 ブロック塀トンネル水



既存ボリュームを減築

隣の下屋と形をそろえ向かい合わせる

断面図

坂道Lab

↑

水路のある石畳

shop

隠れ庭

通り抜け廊下
リビング

晴れた日はスキマまで

広げて大きなリビングに

ワークスペース

石垣と下屋

斜面

風の通り道

屋根のラインが、囲まれたような

空気感をつくってくれる

縁側

石垣で囲われて

落ち着きのある縁側

トンネル坂

←上町

下町→GL0

+3000

+6000

各１階平面図

建物とブロック塀の隙間はアトリエのベランダに

リビング

アトリエ
①

アトリエ
②

アトリエ
③

アトリエ
④

キッチン

庭

庭

ピロティ

坂道 Lab

コーヒースタンド

隠れ庭

半屋外

水路

石畳

下屋

縁側

縁側

通り抜け廊下

庭

あきち

水路

視線

動線

N

良い香りのする方へ

階段の踊り場と敷地がつながる

入りにくかった空き地にもアクセスしやすくなる
眺めも良く、水路や植物が魅力的な場所は
坂道を利用する人たちのお気に入りの場所に

ものづくりや図工の宿題をする
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0

1 2

3

5m

□ E エリア：段々の３軒家

下屋部分を通り道に

階段の動線を延長して

テラスをつくる

トンネル坂

駐車場のアスファルトを剥がして

土と植物の場所をつくる’

３つの車庫は

それぞれ秘密基地のような場に

景色を眺める展望台

view

ネコの通り道

空き家

空きアパート

橋の上は眺めの良いテラス

橋を支える柱が

林のような空間をつくる

いろいろな雰囲気の広場が集まる

橋から触れるくらい

空き家の植物が育つかも

空き家の裏庭も

広場の一部に

空きビル

スキマの階段

橋の上のテラス

秘密基地

空き家

通り道

空アパート

△人は通れない、ネコの通り道△隙間ピッタリの階段

0

1 2

3

5m

暗い車庫
→秘密基地へ

ポリカ
＋内壁と床材をはがす
→１階まで光を届ける

SUN

３つ並んだ車庫が特徴的

空きアパート→３つの秘密基地に

既存の増築部分は解体する

駐車場の地面→地面を剥がしてランドスケープをつくる

舗装されたアスファルト

ひび割れして元の土が現れ、植物が顔をだす

アスファルトは走り回ったり

芝生になった地面はゆったり過ごすゾーンに

アスファルト

green

green

通り道

空き家

△植物の棲家となった空き家

△坂道から引き込むようなアプローチ

空き家→思い切って丸ごと植物の棲家に＋下屋部分は人の通り道に

景色を眺める展望台

□ A エリア：見晴らしの良い駐車場といろいろな建物



少人数で使える個室の貸し部屋（計５つ）
：友達と勉強会、サークルの集まりに利用

人が立ち寄ることもなかった
平地全体が庭や広場のように使われる

植物の生い茂る格好良い擁壁を眺める

□ B+Cエリア：崖上の平地と石垣のある住宅

□ I・J エリア：あきちと畑と坂道

計画ダイアグラム

トンネル坂トンネル坂

境界にブロック塀をたてて

坂道を歩く人を引き込み、とどまる空間をつくる

畑あきち

トンネル坂によって

空き地と畑の２つに分断されている

→
坂道を挟むようにすることで、トンネル坂そのものもひとつの囲まれたような空間に

+ブロック塀を積む高さを変化させたり、開口や家具を設けることで坂道沿いを居場所化

0

1 2

3

5m
空き地側ブロック塀

既存の状態

メインの

ボリューム

トンネル坂

ベランダ

ポリカ

下屋

庇（ポリカ）

小道に見える

敷地の余白

メインのボリュームにいくつもの庇や下屋が加えられている構成

キッチン

←トンネル坂

外庭

前庭 小上がり

小上がり

土間

通り土間

カウンター席

あずまや

スタッフ
ルーム

畑へ

縁側

縁側

テラス

GL0

+1000

１階平面図 N

既存の小道

下屋を通り土間に

小道を敷地全体に広げる
ベランダ

1F小上がり

ベランダが延長したような感覚

下屋ひとつひとつが個性的な小さい空間へ

0

1 2

3

5m

□ F エリア：小道を共有する住宅

小道に導かれながらお気に入りの場所をみつけ、トンネル坂での時間をゆったりと過ごす

room1

room2

テラス

中庭

石垣を眺める縁側

エントラ
ンス

ラウンジ
庭・広場

GL0

+4000

+7000

テラス
+room5

トンネル坂

↑
上町

各１階平面図 N

畑

小道のようなアプローチを活かして
人々を引き寄せる

別の坂道まで続く

植物の生い茂る石垣が魅力的

門

既存のアプローチに導かれて…

狭いスキマにも入りたくなる

ぐるっと一周もできる

建物の配置や形に着目すると、シンメトリーの構成や回遊性のある動きをつくれることに気がつき、

表裏となっている平地と石垣を同等に扱うことで、上下につながる坂道の地形を取り込むことを考えた。

0
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3

5m

before after

石垣と建物に

囲まれた空間

中庭空間＝

建物内に外の要素

廊下
ベランダ

寝室

居間

テラス

石垣ギリギリの迫力を

一面に広げる

→

一階の床を剥がして床組と地面を現すことで建物内に中庭をつくったり、石垣や擁壁を直接眺める場所を設ける
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